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CH3CN+ (CH3CO) 20 +H2+CO-• Ac' Ala 1 ) 
この反応を詳細に検討したところ、反応は次式に従って進むことが明らかになった。
(CH3CO)2 0 十日2 ー→ C~CHO 2) 
CH3CN + H20 ー→ C~CON~ 3) 











R1CONHRz +R3CHo + CO 
R3CHﾇOzH 
NRzCOR1 





HCO(CO)4 ; 土日+ + -CO(CO)4 






































つぎにこの反応の機構について研究した。その結果、まず、アルデヒド RCHO と酸アミド R/CONH2
から N-アルキロールーアミド RCH(OH) NHCOR/ が生成し、これにコバルトカルボニルが酸触媒と
して作用して OH基が脱離してカルボニウムイオンを生成し、その位置がカルボニル化されて N ア
シルアミノ酸が生成することを明らかにした。
また、この反応条件下ではオレフインからアルデヒドが生成することに着目し、オレブインを原料
に用いて一挙にN- アシルアミノ酸を合成する方法をも確立した。さらにこの反応において、光学活
性の酸アミドを用い、これとアルデヒド、 CO から不斉収率10%程度で不斉誘導反応が起ることを明
らかにした。
以上の如く、湯川君は金属錯体触媒を用いることにより、簡単な原料からのアミノ酸の大量製造に
も利用できる全く新しい N-アシルアミノ酸の合成法を見出したものであって、有機合成化学、金属
錯体触媒化学の両分野に対する貢献は大きく、理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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